
（別紙３）

～ 年　月　日

（対象者数） （回答者数）

～ 2026年　2月　25日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
得た情報を適切に共有し、日々のサポート場面に繋げてい

く。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
今後、利用児童獲得に向け、ホームページ・SNS等を使用

し、情報発信を進めていく。

2

2026年2月25日現在、児童発達支援利用児童なし。 施設に関する情報発信ができていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

多職種（看護師・保育士・介護福祉士・児童指導員・理学療

法士）スタッフを配置している点。

偏った視点での観察にならないよう、ミーティング内で情報

共有を図っている。

○事業所名 こどもコミュニティルーム　なないろ

○保護者評価実施期間
年　月　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　2月　16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表
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